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“可逆的な液・固相転移”による細胞内構造体の構築解体機構の解明 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では、様々なタンパク質によって構成される巨大な細胞内構造体が迅速に形成および解

体される分子機構を、物性変化の観点から解析している。特に、このような特徴を有する細胞内構

造体の 1 つにおいて、その形成に必須な構成タンパク質が“液・液相分離”や“液・固相転移”とい

った物性変化を引き起こしうる性質を新たに見出しており、これらのタンパク質の特性に着目して研

究を進めている。本年度は、当該の細胞内構造体の解体プロセスの一部を細胞内で再構成し、解

体過程の模倣によって生じる凝集体の物性変化を定量的に解析した。 

解析対象としている巨大な細胞内構造体の解体に必要かつ十分な分子として、この構造体に局在

するリン酸化酵素の 1つをすでに同定している。そこで、この構造体の解体過程の細胞内再構成

を試みた。構造体の複数の構成分子によって形成される凝集体にこの解体分子を作用させたとこ

ろ、凝集体の形態が固体様から液体様に変化することを見出した。また、光退色後蛍光回復法な

どによって、この過程において凝集体の形態だけでなく物性が変化していることを明らかにした。ま

た、この解体分子による作用は、内在性の構造体が解体される時と同様に、リン酸化酵素活性依

存的であった。これらの結果から、当該の細胞内構造体の解体プロセスの一部を細胞内で再構成

することに成功し、その際に“液・固相転移”と見做すことのできる物性変化が生じていることを見出

した。 
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